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みんなで合格！

働
き
な
が
ら

　
国
家
資
格
に
挑
戦
す
る

　
　
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
！

チ
ャ
レ
ン
ジ

「チャレンジ!! 介護福祉士」　模擬問題セット 2回分国家
試験

本試験と同様形式です。（マークシート付）

定価2,500円（送料込）

　　岩手県社会福祉協議会　　　秋田県社会福祉協議会　 　　 福島県社会福祉協議会
　　山梨県社会福祉協議会　　　長崎県社会福祉協議会　　　　佐賀県社会福祉協議会

北海道社会福祉協議会　青森県社会福祉協議会　大阪府社会福祉協議会
長崎県社会福祉協議会　沖縄県社会福祉協議会

社会福祉
法　人

社会福祉
法　人

社会福祉
法　人

社会福祉
法　人

社会福祉
法　人

社会福祉
法　人

公益財団法人 日本社会福祉弘済会

120問と正答がわかりやすい解説で一緒に掲載されています。
マークシートで自己採点や繰り返し学習に最適です。〈照会先〉　「チャレンジ!! 介護福祉士」事務局　（公財）日本社会福祉弘済会　TEL.03-3846-2172

日
社
済
助
成
事
業
報
告
（
社
協
編
）「
福
祉
最
前
線
」　

W
e

lfa
re

［
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
］

発
 行
 日
：
平
成
24年

4月
29日

　
編
集
・
発
行
：
公
益
財
団
法
人
 日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
　
〒
130-0022 東

京
都
墨
田
区
江
東
橋
4-24-3　

3
03（
3846）2172　

5
03（
3846）2185

NEWS 47Nisshasai
［日社済ニュース］

［ウェルフェア］

くっきり！ 福祉の未来形

公益財団法人　日本社会福祉弘済会

47
2012

C O N T E N T S

2012　

47

日社済助成事業報告（社協編）

「福祉最前線」

公益財団法人になりました
［日社済助成事業報告］
福祉施設運営のサポート
北海道社会福祉協議会

法人運営の円滑化を目指して
青森県社会福祉協議会

危機！社会福祉法人の存在　今こそ使命と責任を
大阪府社会福祉協議会

一人ひとりの学習ペースに応じる
長崎県社会福祉協議会

法制化60周年　社協活動の展望と
関係機関との連携・協働ののあり方
沖縄県社会福祉協議会
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日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
が
、
こ
の
度
内
閣
府
か
ら
公
益

財
団
法
人
へ
の
移
行
が
認
め
ら
れ
登
記
さ
れ
た
と
の
こ
と

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
21
世
紀
に
入
り
急
速
に
変
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
許
認
可
権
の
市
へ
の

委
譲
、
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
設
置
要
件
に
関
し
て
の
市
町
村
に
よ
る
条
例
化
等
、
社

会
福
祉
分
野
に
お
け
る
国
や
都
道
府
県
か
ら
の
権
限
委

譲
、
市
町
村
主
権
化
・
分
権
化
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

他
方
、
住
民
と
行
政
の
恊
働
に
よ
る
事
業
推
進
等
も
都

道
府
県
、
市
町
村
の
裏
付
け
補
助
金
な
し
の
国
庫
補
助
事

業
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
面
で
も
行
政
の
あ
り

方
が
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
公
益
財
団
法
人
の
改
革
も

そ
れ
ら
改
革
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
時
代
の
１
６
０
１

年
に
「Statute of Charitable U

ses

」（
直
訳
す
れ
ば

慈
善
信
託
法
で
す
が
、
意
訳
す
れ
ば
市
民
活
動
促
進
法
と

も
い
え
る
も
の
）
が
制
定
さ
れ
、
住
民
の
慈
善
・
博
愛

事
業
、
免
囚
保
護
事
業
、
教
育
活
動
等
へ
の
寄
付
に
は
課

税
さ
れ
な
い
と
い
う
制
度
が
作
ら
れ
、
そ
の
寄
付
を
基
に

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ボ
デ
ィ
と
い
う
公
益
活
動
を
展
開
す
る
組

織
・
団
体
の
あ
り
方
が
確
立
し
て
き
ま
す
。
結
果
と
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
金
銭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
と
り
わ
け
遺
産
を

寄
贈
し
て
公
益
事
業
を
助
成
す
る
信
託
事
業
が
発
達
し
、

社
会
の
安
定
的
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
、
社
会
の
あ
り
方
、
文
化
の

中
で
こ
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ボ
デ
ィ
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い

位
置
と
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
日
本
で
の
今
回
の
公
益
法
人
改
革
が
イ
ギ
リ
ス

の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ボ
デ
ィ
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
の
社
会

の
安
定
的
発
展
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
担
え
る
よ
う
に

発
展
し
て
い
く
契
機
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
公
益
法
人
は
公
益
事
業
活
動
を
助
成
す
る
団

体
、法
人
自
体
が
公
益
事
業
そ
の
も
の
を
実
施
す
る
団
体
、

そ
の
両
者
を
混
合
さ
せ
た
事
業
を
行
う
団
体
に
大
別
さ
れ

ま
す
が
、
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
は
社
会
福
祉
施
設
職
員

の
福
利
厚
生
を
目
的
と
し
た
共
済
事
業
を
行
い
つ
つ
、
そ

の
収
益
を
基
に
公
益
事
業
活
動
を
助
成
し
、
そ
の
助
成
事

業
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
機

会
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
望
ま
し
い
社
会
の
あ
り
方
へ

誘
導
し
よ
う
と
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
だ
と
思
い

ま
す
。
社
会
福
祉
分
野
の
先
駆
性
の
あ
る
事
業
へ
の
助
成

を
す
る
こ
と
等
そ
の
最
た
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
公
益
法

人
の
最
も
中
核
的
な
存
在
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
社
会
福
祉
法
人
の
研
究
や
職
員
研
修
に
関
す
る
助
成
を

行
う
こ
と
も
二
重
の
意
味
で
公
益
事
業
を
促
進
さ
せ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
が
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
が

認
め
ら
れ
た
の
を
機
会
に
、
改
め
て
公
益
財
団
法
人
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
日
本
の
公

益
市
民
活
動
を
推
進
で
き
る
財
団
と
し
て
財
団
自
身
が

益
々
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

公益財団法人のミッション
日本社会事業大学大学院特任教授　大 橋 謙 策

公
益
財
団
法
人
に
な
り
ま
し
た

　

平
成
24
年
3
月
22
日
に
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
公
益
財
団

法
人
と
し
て
認
定
を
受
け
、平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら「
公

益
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
」
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

　

本
会
は「
社
会
福
祉
関
係
者
の
資
質
お
よ
び
福
利
向
上
」

を
目
的
と
し
て
昭
和
59
年
厚
生
省
（
当
時
）
よ
り
財
団
法

人
認
可
を
受
け
、
福
祉
助
成
事
業
と
福
利
厚
生
事
業
を
通

じ
て
わ
が
国
の
福
祉
発
展
を
願
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
は
法
人
創
設
の

理
念
を
踏
ま
え
て
福
祉
助
成
事
業
を
継
承
し
、
新
た
に
将

来
の
福
祉
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
青
少
年
の
社
会
貢
献
や

国
際
協
力
な
ど
よ
り
幅
広
い
活
動
を
支
援
し
、
わ
が
国
と

ア
ジ
ア
の
福
祉
向
上
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会

理
事
長　

金
田　

一
郎

　

こ
の
た
び
は
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
が
公
益
財
団
法
人

へ
の
認
定
が
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

認
定
に
い
た
る
ま
で
に
は
多
く
の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で

あ
っ
た
と
お
聞
き
し
、
公
益
認
定
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ

た
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

私
ど
も
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
も
、
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会

と
の
提
携
を
通
じ
て
、「
福
祉
の
共
済
」
の
普
及
・
推
進

に
よ
り
施
設
従
事
者
の
皆
様
の
福
利
厚
生
に
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
今
後
よ
り
一
層
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
社
会
福
祉
事
業
等
に
従
事
さ
れ
て
い
る
皆
様

方
の
ご
健
勝
と
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
の
今
後
益
々
の
ご

発
展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社　
　

代
表
取
締
役
社
長　

佐
藤　

惠

新
た
な
ス
タ
ー
ト

更
な
る
提
携
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特集 「くっきり！福祉の未来形」

1
職
員
の
や
り
が
い
を
育
む
環
境
づ
く
り

　

社
会
福
祉
施
設
で
は
人
材
育
成
や
人
材
定
着
な
ど
で

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
（
中
堅
層
職

員
）
に
は
職
員
と
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
す
る
こ
と
や
、
職
員
が
や
り
が
い
を
も
っ
て
業
務

に
従
事
で
き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
大
き
な
役
割
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
平
成
23
年
度
は
社
会
福

祉
施
設
の
機
能
と
役
割
、
施
設
経
営
、
福
祉
職
場
の
人

に
し
た
施
設
運
営
専
門
講
座
（
コ
ー
チ
ン
グ
講
座
）
の

２
つ
の
研
修
事
業
を
開
催
し
た
。

2
次
回
の
講
座
に
高
ま
る
期
待

　

本
会
で
は
、
社
会
福
祉
施
設
支
援
に
あ
た
る
事
業
と

し
て
、
こ
こ
数
年
、
施
設
経
営
、
人
材
育
成
を
テ
ー
マ

に
し
て
研
修
事
業
等
を
企
画
し
て
き
た
。

　

背
景
に
は
、
平
成
12
年
の
介
護
保
険
制
度
施
行
を
始

め
と
し
た
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
よ
る
、
い
わ
ゆ

る
“
措
置
制
度
か
ら
契
約
制
度
”
に
変
わ
っ
た
こ
と
が

大
き
く
起
因
し
て
い
る
。
利
用
者
の
選
択
の
幅
が
広

ま
っ
た
一
方
で
、
利
用
者
か
ら
選
ば
れ
利
用
料
等
に
よ

る
経
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
常
に

社
会
福
祉
施
設
は
制
度
に
対
し
敏
感
に
な
り
、
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
、
経
営
者
、
ス
タ
ッ
フ
は
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
と

な
っ
た
。

　

施
設
運
営
専
門
講
座
で
は
、
少
数
精
鋭
で
他
種
別
の

リ
ー
ダ
ー
（
中
堅
層
職
員
）
と
研
修
を
受
講
す
る
の
は

と
て
も
刺
激
を
受
け
た
と
い
う
。
昨
年
度
の
参
加
者
の

反
響
か
ら
、
同
規
模
で
複
数
回
実
施
し
、
い
ず
れ
の
回

も
満
員
と
な
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
１
日
間
で
あ
っ
た

が
、
人
材
定
着
に
繋
げ
る
た
め
に
も
中
堅
層
職
員
が

“
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
”
の
重
要
性

を
学
び
、
各
施
設
に
戻
っ
た
後
、
コ
ー
チ
ン
グ
手
法
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
と
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、
経
営
層
を
対
象
に
し
た

施
設
管
理
・
運
営
セ
ミ
ナ
ー
と
、
施
設
種
別
に
捉
わ
れ

な
い
リ
ー
ダ
ー
（
中
堅
層
職
員
）
を
対
象
に
し
た
施
設

運
営
専
門
講
座
の
２
つ
の
研
修
事
業
を
開
催
し
た
が
、

社
会
福
祉
施
設
に
特
化
し
た
最
新
の
経
営
手
法
や
人
材

管
理
育
成
方
策
等
の
講
義
・
演
習
内
容
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
参
加
者
か
ら
も
次
回
へ
の
期
待
の
声
が
寄
せ
ら

れ
、
一
定
の
事
業
評
価
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

3
北
海
道
風
の
発
想

　

積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
北
海
道
は
、
本
州
各
地
の
地
域

事
情
と
は
大
き
く
異
な
り
、
本
州
各
地
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
考
え
方
か
ら
、
北
海
道
風
に
発
想
の
転
換
も
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
社
会
福
祉
施
設
の

経
営
支
援
に
繋
が
る
よ
う
な
、
そ
の
時
々
の
喫
緊
の
課

題
テ
ー
マ
を
単
に
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、
北
海
道
の

社
会
福
祉
施
設
に
と
っ
て
重
要
な
内
容
と
な
る
研
修
事

業
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
の
流
れ
は
10
年
が
経
過
し

次
の
段
階
に
入
っ
て
き
た
。
今
後
は
定
め
ら
れ
た
各
種

基
準
等
を
遵
守
し
つ
つ
も
、
利
用
者
か
ら
選
ば
れ
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
そ
こ
で
働
き
た
い
と
思
え
る
独
自
性

や
魅
力
を
よ
り
ア
ピ
ー
ル
し
た
経
営
も
視
野
に
入
れ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
組
織
基

盤
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
最
優
先
事
項
で
あ
り
、
平

成
23
年
度
に
実
施
し
た
研
修
事
業
の
よ
う
に
経
営
層
向

け
の
経
営
手
法
と
、
階
層
別
の
人
材
管
理
育
成
方
策
を

主
軸
と
し
て
、
激
変
す
る
制
度
・
施
策
を
柔
軟
に
捉
え
、

よ
り
一
層
、
魅
力
的
な
施
設
と
な
る
よ
う
事
業
を
企
画

し
、
施
設
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

4
民
間
助
成
団
体
へ
の
期
待

　

よ
り
公
益
性
の
高
い
組
織
運
営
が
求
め
ら
れ
る
社
会

福
祉
法
人
等
に
お
い
て
は
、
安
定
的
に
、
良
質
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
は
常
に
研
鑽

を
積
む
必
要
が
あ
る
。
組
織
内
部
研
修
な
ど
で
も
一
定

程
度
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
が
、
最
新
の
情
勢
を
踏
ま

え
た
外
部
研
修
な
ど
は
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
ツ
ー
ル
と
な
る
。
北
海
道
は
本
州
各
地
で
実
施

さ
れ
る
研
修
に
遠
隔
地
の
た
め
参
加
で
き
な
い
地
理
事

情
も
あ
る
。
今
般
の
助
成
の
よ
う
に
財
政
支
援
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
道
内
に
お
い
て
も
著
名
な
講
師
に
よ

る
講
義
も
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
効
果
性
の
高
い
助

成
と
な
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
も
社
会
福
祉
関
係
者
の
専
門

性
向
上
に
繋
げ
る
た
め
に
も
、
民
間
助
成
団
体
の
支
援

は
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
。	

W

　
国
の
地
域
主
権
改
革
の
動
き
は
、
様
々
な
分
野
で
国
の
権
限
が
地
方
自
治
体
へ
委
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
社
会
福
祉
分
野
で
は
社
会
福
祉
施
設

の
運
営
基
準
等
が
自
治
体
で
定
め
る
条
例
で
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
関
連
で
は
介
護
報
酬
の
改
定
、
税
と
社
会
保
障

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
、
財
源
や
機
能
な
ど
聖
域
な
き
見
直
し
が
迫
ら
れ
、

今
後
の
社
会
福
祉
施
設
経
営
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
に
大
き
く
か
か
わ
る
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
日
社
済
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
あ
ら
ゆ
る
福
祉
分
野
で
働
く
職
員
の
研
修
や
研
究
を
対
象
に
助
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

福
祉
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
事
業
展
開
を
目
的
に
地
域
福
祉
の
中
核
を
担
う
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

働
き
な
が
ら
「
介
護
福
祉
士
」
を
目
指
す
方
々
の
学
習
支
援
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
介
護
福
祉
士
」
は
そ
の
一
例
で
す
が
、
同
時
に
都
道
府
県
社
会
福
祉

協
議
会
が
今
日
的
課
題
を
テ
ー
マ
に
企
画
す
る
研
修
を
共
同
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
い
貢
献
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
北
海
道
、
青
森
、
大
阪
、
長
崎
、
沖
縄
で
実
施
し
た
研
修
の
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

福
祉
施
設
運
営
の
サ
ポ
ー
ト

●
社
会
福
祉
施
設
管
理
・
運
営
セ
ミ
ナ
ー
、
施
設
運
営
専
門
講
座

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

施
設
経
営
支
援
部
施
設
福
祉
課
　
課
長　

小
原
　
規
史

材
確
保
・
育
成
の
あ
り
方
な
ど
、
施
設
長
並
び
に
管
理

職
員
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
社
会
福
祉

施
設
管
理
･
運
営
セ
ミ
ナ
ー
と
、
職
場
内
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
る
た
め
に
も
、
ス
タ
ッ
フ
や
後
輩
へ
の
支

援
を
効
果
的
に
実
施
す
る
能
力
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
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No.

特集 「くっきり！福祉の未来形」

1
社
会
福
祉
法
人
の
円
滑
な
運
営

　

そ
こ
で
、
本
会
で
は
、
新
会
計
基
準
の
基
本
的
な

考
え
方
と
事
務
処
理
方
法
を
学
び
、
労
務
管
理
に
お

い
て
は
労
働
時
間
・
賃
金
・
安
全
衛
生
に
係
る
具
体

的
な
ポ
イ
ン
ト
を
習
得
す
る
機
会
を
提
供
し
、
各
社

会
福
祉
法
人
の
円
滑
な
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
平
成
23
年
12
月
14
日
に
「
会
計
・
労
務
管
理
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

【
概
要
】

○
社
会
福
祉
法
人
の
新
会
計
基
準
の
概
要

○
新
会
計
基
準
移
行
へ
の
具
体
的
な
処
理
に
つ
い
て

○
労
務
管
理
体
制
の
整
備
・
構
築
の
必
要
性
と
そ
の

基
本
的
な
考
え
方

・
適
切
な
労
働
時
間
管
理
、
賃
金
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

・
労
務
担
当
者
に
必
要
な
安
全
衛
生
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

2
課
題
を
た
く
さ
ん
感
じ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
の
役
職
員

1
0
5
名
が
参
加
し
、
前
半
は
新
会
計
基
準
の
内
容
や

円
滑
な
移
行
処
理
に
向
け
た
具
体
的
な
考
え
方
な
ど
に

つ
い
て
、
公
認
会
計
士
よ
り
事
例
を
交
え
た
解
説
が
な

さ
れ
、
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
75
％
以
上
の
方
か
ら

参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

自
由
記
述
で
は「
資
料
が
わ
か
り
や
す
い
」、「
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
用
い
て
の
説
明
は
良
か
っ
た
」
等
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
反
面
、「
移
行
処
理
の
難
し
さ
が
わ
か
っ

た
」、「
移
行
処
理
に
不
安
を
感
じ
た
」と
言
う
声
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

後
半
の
労
務
管
理
研
修
で
は
、
労
務
管
理
士
よ
り
労

務
管
理
体
制
の
構
築
方
法
や
賃
金
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
用
い
な
が
ら
詳
し
い
解

説
が
あ
り
、
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
55
％
以
上
の
方

が
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
自
由

記
述
で
は「
足
り
な
か
っ
た
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
」、「
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
」等
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
反
面
、
労
務
管
理
に
お
い
て
は
多
様
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
り
づ
ら

か
っ
た
」「
役
員
向
け
の
内
容
と
職
員
向
け
の
内
容
が
混

在
し
て
い
た
」な
ど
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
全
体
の
感
想
と
し
て
、「
課
題
を
た
く
さ
ん
感

じ
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
と
の
意
識
の
隔
た
り
を
ど
う
や
っ

て
解
消
し
て
い
く
の
か
が
一
番
の
課
題
で
す
。
忠
誠
心

の
話
も
と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。」と
い
う
声
の
ほ

か
、
組
織
の
複
雑
化
に
併
せ
て
、
総
務
系
職
員
の
苦
労

も
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
実
際
に
青
森
労
働
局
に
寄
せ
ら
れ
た

労
働
者
か
ら
の
相
談
内
容
が
資
料
と
し
て
提
供
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
職
場
内
で
の
い
じ
め
問
題
や
労
働
環
境
の

悪
化
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

3
労
務
管
理
研
修
と
相
談
事
業
の
連
携

　

本
研
修
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
会
計
と
労
務
管
理
を
同
一
日
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
は
、「
今
後
も
新
会
計
基
準
に
つ
い
て
、
拠
点
区
分
、

サ
ー
ビ
ス
区
分
、
移
行
処
理
を
重
点
に
し
た
研
修
会
を

開
催
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
地
区
ご
と
の
開
催
な
ど

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
」「
大
変
わ
か
り
や
す
く
良

か
っ
た
。
次
回
は
会
計
の
移
行
処
理
に
つ
い
て
実
際
の

数
字
を
使
っ
て
の
研
修
会
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、
本
研
修
会
の
必
要
性
を
改
め
て
実
感

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

労
務
管
理
研
修
に
つ
い
て
は
、
介
護
現
場
等
に
お
け

る
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
方
法
や

職
務
環
境
の
整
備
方
法
の
周
知
等
を
目
的
に
、
労
働
関

係
行
政
と
の
連
携
に
よ
り
定
期
的
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、本
会
に
て
月
1
回
実
施
し
て
い
る
会
計
・

労
務
・
法
律
に
関
す
る
専
門
相
談
事
業
と
の
連
携
を
図

り
、
社
会
福
祉
法
人
の
円
滑
な
運
営
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

4
民
間
助
成
団
体
へ
の
期
待

　

少
子
高
齢
社
会
の
到
来
な
ど
に
よ
り
、
社
会
保
障
制

度
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
、
公
助
の
あ
り
方

も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
に
お
け
る
住
民
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
が
進
む
一
方
で
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
を
契

機
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
絆
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
革
期
を
迎
え
て
、

地
域
福
祉
を
担
う
社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
事
業

を
担
う
社
会
福
祉
法
人
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
団
体
に
お
け
る
先
駆
的
で
様
々
な
観
点
か

ら
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
方
策
と
し
て
、
民
間
助
成

団
体
に
よ
る
助
成
は
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
継
続
を
期
待
し
ま
す
。

　

民
間
助
成
団
体
に
よ
り
支
援
さ
れ
た
事
業
者
の
中
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
に
お
け
る
新
た
な
取
り
組
み
の

誕
生
も
期
待
し
つ
つ
、
本
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も
地

域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

W

　
社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
会
計
処
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
新
会
計
基
準
へ
の
移
行
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
の
把
握
と
移
行
に
向
け
た
準
備
を
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
て
、
労
務
に
関
す
る
法
令
を
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、

組
織
的
に
環
境
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
人
運
営
の
円
滑
化
を
目
指
し
て

●
会
計
・
労
務
管
理
研
修
会

青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
課　

鳴
海
　
孝
彦
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特集 「くっきり！福祉の未来形」

1
拡
大
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
社
会
福
祉
法
人

の
純
資
産
や
年
間
収
支
差
額
を
拠
出
す
べ
き

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
大
阪
府
内
の
社
会
福
祉
法
人
を

経
営
す
る
理
事
長
・
施
設
長
を
対
象
に
、
社
会
福
祉
法
人

の
在
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、
議
論
す
る
機
会
と
し

て
、
大
阪
府
社
協
・
老
人
施
設
部
会
は
日
本
社
会
福
祉
弘

済
会
助
成
を
受
け
、
平
成
23
年
12
月
17
日
に
「
平
成
23
年

度
理
事
長
・
施
設
長
セ
ミ
ナ
ー
～
危
機
！
社
会
福
祉
法
人

の
存
在　

今
こ
そ
使
命
と
責
任
を
～
」
を
開
催
し
、
大

阪
府
内
の
社
会
福
祉
法
人
の
理
事
長
・
施
設
長
な
ど
約

２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

基
調
講
演
Ⅰ
で
は
「
社

会
福
祉
法
人
経
営
の
現
状
と
課
題
～
黒
字
た
め
込
む
社
会

福
祉
法
人
～
」
を
テ
ー
マ
に
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

研
究
所
研
究
主
幹
の
松
山
幸
弘
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

松
山
氏
は
、「
今
後
５
年
以
内
に
日
本
が
直
面
す
る
財
政

難
で
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
見
込
ま
れ
る
。
生
活
困

窮
等
の
福
祉
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
社
会
福
祉
法

人
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
、
独
自

の
調
査
に
基
づ
く
全
国
１
万
６
３
０
０
の
社
会
福
祉
法
人

の
財
務
分
析
の
結
果
か
ら
、「
社
会
福
祉
法
人
の
純
資
産

13
兆
円
や
年
間
収
支
差
額
等
約
５
０
０
０
億
円
超
を
、
拡

大
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
拠
出
す
る
べ
き
」
と
提
起
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
の
課
題
と
し
て
、
外
部
監
査
の

義
務
付
け
な
ど
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
確
立
、
１
法
人
１
施

設
か
ら
法
人
規
模
の
大
規
模
化
へ
の
転
換
な
ど
に
つ
い
て

も
提
起
し
ま
し
た
。

2
慈
善
性
の
あ
る
社
会
福
祉
事
業
を
行
う

こ
と
が
社
会
福
祉
法
人
の
公
益
性
の
基
本

　

基
調
講
演
Ⅱ
で
は
、「
社
会
福
祉
法
人
は
今
日
の
福
祉
課

題
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
大
阪
大
学

大
学
院
教
授
で
あ
り
、
府
社
協
社
会
貢
献
基
金
運
営
委
員

長
の
堤
修
三
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

堤
氏
は
、「
公
益
社
団
法
人
、
社
会
医
療
法
人
な
ど
が
つ

く
ら
れ
る
中
で
、
社
会
福
祉
法
人
が
本
当
に
必
要
な
の
か

が
問
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
社
会
福
祉
法
人
を
①
公
益
社
会

福
祉
法
人
、
②
公
共
社
会
福
祉
法
人
、
③
一
般
社
会
福
祉

法
人
の
３
つ
に
分
類
し
、
税
制
優
遇
を
受
け
る
に
は
慈
善

性
の
あ
る
事
業
を
最
低
１
～
２
つ
を
あ
る
程
度
以
上
の
規

模
で
行
っ
て
い
る
か
、
公
共
性
の
あ
る
事
業
（
措
置
事
業
）

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
は
ど
う
か
。
契
約
事

業
だ
け
に
取
り
組
む
社
会
福
祉
法
人
の
存
在
を
認
め
る
な

ら
ば
、
民
間
参
入
を
否
定
す
る
根
拠
は
な
く
な
る
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

3
生
き
残
る
社
会
福
祉
法
人

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
社
会
福
祉
法
人
が

果
た
す
べ
き
役
割
を
探
求
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
基
調
講

演
で
講
演
い
た
だ
い
た
松
山
氏
、
堤
氏
に
加
え
、
厚
生
労

働
省
社
会
・
援
護
局
総
務
課
長
の
古
都
賢
一
氏
の
３
人
が

登
壇
し
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
制
作
局
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
迫
田
朋
子
氏
が
進
行
を
務
め
ま
し
た
。

　

進
行
の
迫
田
氏
は
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
社
会
福
祉
法
人
の
現
状
と
課
題
、
今
後

生
き
残
る
社
会
福
祉
法
人
に
つ
い
て
、
各
登
壇
者
の
意
見

を
ま
と
め
、
松
山
氏
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
大
規
模
化
に

つ
い
て
「
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
人
材
確
保
、
資
金
調
達
な
ど

を
効
率
的
に
行
う
に
は
社
会
福
祉
法
人
の
規
模
は
あ
る
程

度
大
き
い
ほ
う
が
有
利
。
近
隣
の
思
い
を
同
じ
に
す
る
法

人
と
の
合
併
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
。
医
療
の
世
界
で
は

す
で
に
経
営
統
合
が
始
ま
っ
て
い
る
。
す
べ
て
が
ば
ら
ば

ら
の
小
規
模
法
人
で
は
今
後
の
制
度
運
営
は
厳
し
い
」
と

コ
メ
ン
ト
。

　

堤
氏
は
特
養
へ
の
民
間
参
入
に
つ
い
て
「
土
俵
際
い
っ

ぱ
い
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
老
人
福
祉
法
に
記
載

さ
れ
て
い
る
、
法
人
の
退
出
制
限
が
あ
る
と
い
う
説
明
だ

け
で
対
抗
す
る
の
は
難
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。

古
都
氏
は
「
社
会
福
祉
法
人
は
制
度
化
さ
れ
た
事
業
だ
け

で
な
く
、
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
福
祉
課
題
等
に
も
取
り

組
み
発
展
し
て
欲
し
い
。
法
律
の
規
制
は
国
民
の
社
会
福

祉
を
付
託
さ
れ
た
存
在
と
い
う
こ
と
。
社
会
貢
献
事
業
の

よ
う
に
自
ら
発
案
し
、
隙
間
を
埋
め
て
い
く
よ
う
な
取
り

組
み
を
す
べ
き
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

4
大
阪
の「
社
会
貢
献
事
業
」を
全
国
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
事
業
へ

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
行
わ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
を
め
ぐ

る
様
々
な
課
題
提
起
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
議
論

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
と
使
命
に
つ

い
て
の
認
識
を
新
た
に
し
、
既
定
の
事
業
実
施
に
と
ど
ま

ら
ず
、
時
代
に
即
し
た
事
業
経
営
・
実
践
を
進
め
、
地
域

社
会
か
ら
の
一
層
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
個
々
の
社

会
福
祉
法
人
に
お
い
て
取
り
組
む
こ
と
が
極
め
て
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
の
公
益
性
を
示
す
具
体
的
な
実

践
と
し
て
、
大
阪
府
社
協
・
老
人
施
設
部
会
で
は
、
平
成

16
年
度
か
ら
、
複
雑
化
・
多
重
化
す
る
福
祉
課
題
、
制
度

の
狭
間
に
あ
る
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に

よ
る
総
合
生
活
相
談
事
業
「
社
会
貢
献
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

失
業
に
よ
る
支
払
い
滞
納
で
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な

　
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
、
規
制
・
制
度
改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
社
会
福
祉
法
人
の
存
在
意
義
や
在

り
方
を
問
い
直
す
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
て
、
行
政
の
委
託
事
業
や
介
護
保
険
な
ど
制
度
に
基
づ
く
事
業
へ
の
取
り
組
み
は

な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
昨
今
の
雇
用
・
経
済
情
勢
の
悪
化
に
と
も
な
う
生
活
困
窮
、
無
縁
社
会
と
い
う
言

葉
で
表
現
さ
れ
る
孤
立
や
孤
独
な
ど
、
複
雑
か
つ
重
層
的
な
新
し
い
福
祉
課
題
へ
の
対
応
が
十
分
で
な
い
と

い
っ
た
指
摘
や
、
税
制
優
遇
措
置
に
つ
い
て
も
社
会
還
元
を
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
優
遇
を
受
け
る
資
格
は
無

い
な
ど
と
い
っ
た
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
対
す
る
厳
し
い
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
、
数
日
間
何
も
食
べ

て
い
な
い
方
な
ど
に
対
し
、
老
人
福
祉
施
設
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
社
会
貢
献
支
援
員
と
い
う

相
談
員
が
、
社
会
福
祉
法
人
（
老
人
福
祉
施
設
）
が
拠
出

す
る
「
社
会
貢
献
基
金
」
か
ら
、
現
物
給
付
に
よ
り
、
当

面
の
食
材
を
届
け
た
り
、
滞
納
し
た
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

代
を
支
払
う
こ
と
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
復
旧
さ
せ
、
就
労

支
援
も
含
め
た
生
活
再
建
に
向
け
て
、
寄
り
添
い
な
が
ら

支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
社
協
・
老
人
施
設
部
会
で
は
、
こ
の
「
社
会
貢

献
事
業
」
を
全
国
の
社
会
福
祉
法
人
が
取
り
組
む
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
な
事
業
と
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
推
進
・
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

  

W

危
機
！ 

社
会
福
祉
法
人
の
存
在
　
今
こ
そ
使
命
と
責
任
を

●
理
事
長
・
施
設
長
セ
ミ
ナ
ー

大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会

老
人
施
設
部
会
事
務
局　

梅 
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誠



福祉最前線

45％

30％

0％

25％

1011 We l f a r e［ウェルフェア］ 2012.4We l f a r e［ウェルフェア］ 2012.4

Date　　　　　　　　・　　　　　　　・

No.
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1
合
格
を
後
押
し

　

本
会
で
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
介
護
福
祉
士
」
教
材

を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
試
験
本
番
の
緊
張
感
を

直
に
経
験
で
き
る
集
合
型
の
模
擬
試
験
方
式
と
、
場

所
や
時
間
を
選
ば
ず
受
験
で
き
る
自
宅
受
験
方
式
の

２
通
り
の
講
座
を
実
施
し
、
貴
重
な
時
間
を
や
り
く

り
し
て
〝
合
格
〟
を
目
指
さ
れ
る
み
な
さ
ん
の
後
押

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
６
割
が「
こ
の
講
座
を
他
の
受
験
者
に
勧

め
た
い
」

　

平
成
23
年
度
は
集
合
型
模
擬
試
験
方
式
の
講
座
を

県
内
2
会
場
で
実
施
し
、
約
80
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
講
座
で
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
介
護
福
祉

士
」
教
材
を
使
っ
た
模
擬
試
験
に
続
い
て
、
解
答
解
説

ポ
イ
ン
ト
講
座
を
開
催
。
受
験
後
、
解
答
解
説
を
聞
い

て
復
習
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
今
後
の
受
験
勉
強
を
効

率
的
に
進
め
て
い
た
だ
く
ヒ
ン
ト
も
持
ち
帰
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
次
回
、
同
様

の
講
座
が
あ
る
際
は
、
知
り
合
い
の
受
験
予
定
者
に
受

講
を
勧
め
た
い
で
す
か
？
」
と
の
質
問
に
、
有
効
回
答

者
の
60
・
0
％
が「
そ
う
思
う
」、
40
・
0
％
が「
や
や

思
う
」と
答
え
、
満
足
度
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ま
た
、「
解
説
に
も
う
少
し
時
間
が
あ
っ
た
方
が
い
い
」

「
ど
の
よ
う
に
勉
強
を
進
め
る
か
を
学
び
た
い
」な
ど
の

意
見
も
寄
せ
ら
れ
、
模
擬
試
験
と
ポ
イ
ン
ト
解
説
を
併

せ
た
総
合
講
座
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
を
裏
づ
け
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仕
事
や
家
庭
と
の
両
立
等
で
受
験
勉
強
の

時
間
が
十
分
取
れ
な
い
方
、
さ
ら
に
は
、
長
崎
県
は

地
形
が
複
雑
で
離
島
も
多
い
こ
と
も
加
わ
り
、
集
合

研
修
に
行
き
た
く
て
も
時
間
的
、
経
済
的
理
由
で
あ

き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
方
に
は
、
自
宅
受
験
方
式
の「
チ
ャ

レ
ン
ジ
!!
介
護
福
祉
士
」
を
お
勧
め
し
、
大
変
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
仲
間
づ
く
り
と
自
己
研
鑽
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
目
指
す

　

集
合
型
模
擬
試
験
方
式
の
講
座
に
参
加
さ
れ
た
方

か
ら
は
、「
他
の
方
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、

自
分
も
も
っ
と
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
の
声
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
資
格
試
験
の
勉
強
は
ど
う
し
て
も

孤
独
に
な
り
が
ち
で
、
途
中
で
く
じ
け
て
し
ま
う
と

い
う
お
話
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
初
対
面
の
受
講
者
の
方
同
士
が
次
第
に
仲

良
く
な
り
、
お
互
い
の
勉
強
の
工
夫
点
を
共
有
し
た

り
、
苦
労
す
る
気
持
ち
を
分
か
ち
合
っ
た
り
さ
れ
る

姿
を
事
務
局
と
し
て
拝
見
す
る
と
、
単
に
受
験
対
策

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
伝
え
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
己
研

鑽
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や
仲
間
づ
く
り
の

必
要
性
を
確
認
い
た
だ
く
こ
と
も
、
本
会
の
大
切
な

役
割
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
宅
受
験
方
式
の
教
材
を
施
設
・
事
業
所

単
位
で
複
数
部
数
取
り
寄
せ
、
職
場
内
研
修
や
同
僚

同
士
の
自
主
勉
強
会
で
活
用
し
た
と
い
う
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。
施
設
が
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
購
入

し
、
受
験
予
定
者
へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｓ（
自
己
啓
発
援
助
制
度
）

支
援
と
さ
れ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

応
用
事
例
を
本
会
を
通
し
て
広
く
紹
介
す
る
こ
と
が
、

よ
り
多
角
的
な
資
格
取
得
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

受
講
者
お
一
人
お
ひ
と
り
の
自
己
研
鑽
の
取
り
組

み
が
、
職
場
全
体
、
長
崎
県
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後
も
、
き
め
細
か
く
応
援
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

4
民
間
助
成
団
体
へ
の
期
待

　

現
在
の
福
祉
分
野
を
と
り
ま
く
職
場
環
境
は
厳
し

く
、
日
々
の
多
忙
な
業
務
、
複
雑
な
勤
務
体
系
、
キ
ャ

リ
ア
の
不
均
等
な
ど
が
要
因
で「
人
材
育
成
や
自
己
研

鑚
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
」
と
い
う
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
す
。
同
時
に
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
し
く
み
が
積

極
的
に
導
入
さ
れ
資
格
取
得
の
重
要
度
が
増
す
一
方

で
、
そ
の
資
格
を
持
つ
こ
と
が
、
本
当
に
福
祉
の
プ

ロ
と
し
て
の「
誇
り
と
責
任
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
を
疑
問
視
す
る
場
面
も
、
残
念
な
が
ら
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

多
様
化
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
私
た
ち
従
事
者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
よ
り
専

門
性
を
高
め
そ
の
職
務
に
向
か
い
合
う
た
め
に
、
現

場
で
は
、
明
日
の
福
祉
職
の
あ
り
方
を
懸
命
に
模
索

し
て
い
ま
す
。
そ
の
日
々
の
業
務
か
ら
生
ま
れ
る
小

さ
な
工
夫
や
抱
え
る
疑
問
を
、
丁
寧
に
集
め
、
適
切

に
評
価
し
た
上
で
、
福
祉
業
界
全
体
の
改
革
や
制
度

等
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
様

を
始
め
と
す
る
多
く
の
民
間
助
成
団
体
の
役
割
は
大

変
重
要
で
あ
り
、
現
場
の「
生
」
の
声
を
引
き
出
し
て

も
ら
え
る
心
強
い
存
在
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

長
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
現
在
、
福
祉
現

　
長
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
年
間
約
70
回
の
集
合
研
修
会
の
開
催
や
講
師
派
遣
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
冊
子
の
頒
布
等
を
通
し
て
、
主
に
長
崎
県
内

で
社
会
福
祉
事
業
に
従
事
す
る
方
を
対
象
に
、
様
々
な
人
材
育
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
介
護
福
祉
士
受
験
対
策
講
座
は
開
催
要
望

も
多
く
、
特
に
ひ
と
り
ひ
と
り
の
学
習
ペ
ー
ス
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
幅
広
い
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
設
定
を
意
識
し
て
企
画
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

受講者アンケート！
「次回、同様の講座がある際は、知り合いの
受験予定者に受講を勧めたいですか？」

「チャレンジ！！介護福祉士」とは？ 　

（公財）日本社会福祉弘済会と秋田県
社協、岩手県社協、福島県社協、山梨
県社協、長崎県社協、佐賀県社協が共
同で取り組んでいる「チャレンジ!!介護
福祉士」は、働きながら介護福祉士を
目指す方々の支援事業としてオリジナ
ル模擬問題の提供と受験講座を実施し、
受験者の学習支援と経済的負担の軽減
を図ることを目的としています。

場
の
悩
み
や
ニ
ー
ズ
を
県
全
体
で
共
有
す
る
し
く
み

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
助
成
団
体
か
ら
提

供
い
た
だ
く
機
会
を
最
大
限
に
活
か
し
、
さ
ら
に
協

働
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。	

W

一
人
ひ
と
り
の
学
習
ペ
ー
ス
に
応
じ
る

●
介
護
福
祉
士
受
験
対
策
講
座

長
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
　
主
事　

森
園
　
瑞
香
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Date　　　　　　　　・　　　　　　　・

No.

特集 「くっきり！福祉の未来形」

1
社
協
に
対
す
る
期
待
と
は
何
か

　

昨
年
、
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、「
社
協
」と
い
う
。）

は
法
制
化
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

社
協
は
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
地
域
住
民
の
生
活
課

題（
福
祉
ニ
ー
ズ
）の
多
様
化
に
応
じ
て
、
様
々
な
事
業

展
開
や
サ
ー
ビ
ス
開
発
等
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的

な
存
在
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
貴
会
か
ら
の
研
修
助
成
を
い
た
だ
き
、
去

る
1
月
27
日（
金
）沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
東
日
本
大
震
災
以
降
に
沸
き
あ
が
っ
た
地
域
の

「
絆
」の
大
切
さ
や
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
に
向
け
た

社
協
の
役
割
発
揮
と
関
係
機
関
等
と
連
携
・
協
働
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
23
年

度 

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事
・
事
務
局
長

会
議
を
開
催（
参
加
者
：
約
70
名
）し
ま
し
た
。

　

最
初
の
記
念
講
演
で
は
、
沖
縄
大
学
・
福
祉
文
化
学

科 

西
尾
敦
史
准
教
授
よ
り「
法
制
化
60
周
年
に
思
う
こ

と
～
社
協
の
目
指
す
べ
き
ベ
ク
ト
ル
」
を
テ
ー
マ
に
記

念
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
西
尾
准
教
授
か
ら
は
、

社
会
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
社
協
の
役
割
発
揮
と
、
制

度
で
対
応
で
き
な
い
生
活
課
題
に
焦
点
を
あ
て
、
社
協

が
果
敢
に
事
業
展
開
す
る
必
要
性
等
に
つ
い
て
の
問
題

提
起
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
を
受
け
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、「
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に
向
け
た
社

協
の
役
割
と
協
働
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
尾
准

教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
社
協
・
社
会
福
祉
施

設
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
題
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、南
風
原
町
社
協
渡
久
地
正
照
事
務
局
長
か
ら
、

第
三
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
を
踏
ま
え
、
社
協

の
活
動
原
則
と
基
本
機
能
を
再
確
認
し
、
社
会
福
祉
施

設
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協
働
し
た「
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
」
に
シ
フ
ト
化
し
て
い
く
必
要
性
等
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
社
協
が
取
り
組
む
重
点
的
な
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
社
会
福
祉
施
設
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
・

協
働
に
向
け
て

　

次
に
、
介
護
老
人
保
健
施
設
桜
山
荘
山
下
政
広
事
務

長
か
ら
、
地
域
住
民
が
要
援
護
者
を
支
援
し
て
い
く
仕

組
み
づ
く
り
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
社
協
の
小
地

域
福
祉
活
動
と
の
協
働
の
可
能
性
や
地
域
の
様
々
な
事

業
所
を
束
ね
て
い
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し
て
の
役

割
発
揮
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
な
か
研
究
所
わ
く
わ
く
宮

道
喜
一
副
理
事
長
か
ら
は
、
中
間
支
援
組
織
と
し
て
、

地
域
の
課
題
解
決
に
住
民
自
ら
取
り
組
む
力
を
育
ん
で

い
け
る
よ
う
、
N
P
O
と
社
協
と
の
協
働
の
あ
り
方

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
西
尾
准
教
授
か
ら
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
お
互
い
の「
強
み
」「
弱
み
」を
共
有
し
、
地

域
課
題
に
協
働
し
て
取
り
組
む「
場
づ
く
り
」を
社
協
が

積
極
的
に
行
う
こ
と
、
さ
ら
に
地
域
福
祉
活
動
計
画
策

定
に
お
い
て
、
施
設
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
参
画
す
る
プ
ロ
セ
ス

を
つ
く
り
、
地
域
の
社
会
資
源
を
有
効
利
用
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
等

の
ま
と
め
の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

3
更
な
る
専
門
性
の
発
揮

　

戦
後
60
年
、
我
が
国
の
社
会
福
祉
の
制
度
・
施
策
は

確
立
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も「
制
度
の
狭
間
」

の
問
題
・
ニ
ー
ズ
が
度
々
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。
社
協
は
、戦
後
の
民
間
福
祉
を
牽
引
す
る
他
に
、

公
的
な
制
度
の
補
完
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
新
た
な
制
度

創
設
の
原
動
力
と
な
っ
た
側
面
も
あ
り
ま
す
。
社
協
を

取
り
巻
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

既
存
の
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
で
き
な
い
地
域
の

生
活
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、「
地
域
福
祉
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
づ
く
り
」
に
向
け
た
柔
軟
な
事
業
展
開

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、「
制
度
の
狭
間
」の
問
題
・
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
協
だ
け
で
は
限
界
が
あ

る
た
め
、
社
会
福
祉
施
設
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
有
す
る
専
門

性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を

行
う
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が「
社
協

の
存
在
意
義
」を
示
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
本
県
に
お
い
て
も「
防
災
・

減
災
」
の
取
り
組
み
に
向
け
た
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。「
防
災
・
減
災
」
は
、
地
域
の
様
々
な
関
係
機
関
・

団
体
が
協
働
し
て
取
り
組
む
共
通
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ

う
い
う
場
面
で
も
社
協
が「
旗
振
り
役
」の
役
割
発
揮
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
民
間
助
成
団
体
へ
の
期
待

　

民
間
社
会
福
祉
活
動
の
発
展
・
強
化
に
あ
っ
て
は
、

公
費
財
源
で
全
て
を
賄
う
こ
と
は
で
き
ず
、
民
間
助
成

の
果
た
す
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
全
国
各
地
の
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る「
福
祉

の
共
済
」
の
収
益
の
一
部
を
研
修
助
成
の
財
源
と
し
て

助
成
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
社
協
活
動
の

あ
り
方
等
を
共
有
す
る
機
会
と
な
り
、
さ
ら
に
地
域
の

課
題
解
決
に
向
け
社
協
と
施
設
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
連
携
・

協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
気
運
づ
く
り
に
も
繋
が
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。	

W

　
本
会
は
昭
和
30
年
に
法
人
化
し
、
昨
年
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
会
は
、
戦
後
の
米
軍
統
治
下

に
お
け
る
厳
し
い
社
会
情
勢
に
お
い
て
、
本
県
の
社
会
福
祉
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。
本
会
の
中
期
計
画

で
あ
る
「
第
3
次
沖
縄
県
社
協
21
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
小
地
域
福
祉
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
実
践
の
普
及
促
進
、
市
町
村
社
協
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
支
援
等
の
事
業
を
掲
げ
、
福
祉
関
係

者
の
総
力
を
結
集
し
て
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

「
法
制
化
60
周
年
　
社
協
活
動
の
展
望
と

　
　
　
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
の
あ
り
方
」

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
部
　
副
部
長　

久
根
次
　
薫

●
市
町
村
社
協
常
務
理
事
・
事
務
局
長
会
議
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Information　［インフォメーション］

　

日
社
済
は
工
業
高
校
生
な
ど

が
古
く
な
っ
た
車
い
す
を
修
理
・

再
生
し
て
ア
ジ
ア
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
「
空
飛
ぶ
車
い
す
」
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

修
理
は
で
き
な
く
て
も
誰
で
も

参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
「
書
き
損
じ
は
が
き
収
集
」

を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

集
め
ら
れ
た
は
が
き
は
、
パ

ン
ク
し
な
い
タ
イ
ヤ
購
入
や
海

外
輸
送
費
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。
は
が
き
は
随
時
、
何
枚
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■  「
書
き
損
じ
は
が
き
」収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！

http://www.nisshasai.jp/
インフォメーションの詳細はホームページをご覧下さい。

「
空
飛
ぶ
車
い
す
」と
は

　

日
本
で
年
間
3
万
台
以
上
、
金
額
に
す

る
と
15
億
円
相
当
分
の
車
い
す
が
廃
棄
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？
ま
だ

使
え
る
の
に
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
、
工

業
技
術
を
学
ぶ
工
業
高
校
生
が
、
車
い
す

の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
空
飛

ぶ
車
い
す
」
は
、
工
業
高
校
生
が
古
い
車

い
す
を
分
解
、
整
備
、
再
生
し
、
ア
ジ
ア

で
車
い
す
を
必
要
な
人
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
活
動
で
す
。

　

修
理
校
は
24
都
道
府
県
に
広
が
り
、
こ

れ
ま
で
に
27
ヵ
国
の
５
千
人
以
上
の
子
供

や
高
齢
者
に
車
い
す
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
車
い
す
は
旅
行
者
な
ど
が
飛
行
機

で
届
け
ま
す
の
で
、
高
校
生
は
「
空
飛
ぶ

車
い
す
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

工業高校生の活動が童話になりました！

●
収
集
対
象　
　
　
「
未
使
用
・
書
き
損
じ
の
官
製
は
が
き
」
＆
「
未
使
用
切
手
」

	

　
　

・ 

年
賀
状
な
ど
で
宛
名
を
間
違
え
て
投
函
し
な
か
っ
た
「
は
が
き
」

	

　
　

・ 

転
居
通
知
な
ど
で
余
分
に
印
刷
し
た
「
は
が
き
」

	

　
　

・ 

会
議
、
会
合
の
案
内
や
出
席
通
知
な
ど
で
投
函
し
な
か
っ
た
「
は
が
き
」

	

　
　

・ 

趣
味
で
集
め
た
記
念
切
手
や
切
手
シ
ー
ト
な
ど

●
照
会
・
送
付
先
　
〒
1
3
0-

0
0
2
2
東
京
都
墨
田
区
江
東
橋
4-

2
4-

3

 　
　
　
　
　
　
（
公
財
）日
本
社
会
福
祉
弘
済
会　
T
E
L 

0
3-

3
8
4
6-

2
1
7
2

	
	

F
A
X 

0
3-

3
8
4
6-

2
1
8
5

■ 
あ
な
た
も
参
加
で
き
る「
空
飛
ぶ
車
い
す
」ノンフィクション童話

『空飛ぶ車いす
—心がつながるおくりもの』

08年２月８日発行
文：井上夕香
画：鴨下　潤
発行：素朴社
定価：１２６０円 
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—挑みつづける工業高校生』
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ジブラルタ生命は未来を担う子どもたちの応援と地域社会への貢献活動に積極的に取り組んでいます。

「公益財団法人 日本社会福祉弘済会」はジブラルタ生命と提携し「福祉の共済事業」を推進しています。

“As safe as the Rock”
～ジブラルタ・ロックのように安心～

ジブラルタ海峡に位置する長さ4.8km、高さ400mにもおよぶ巨大な岩山“ジブラルタ・ロック”
が、ジブラルタ生命の社名の由来です。
プルデンシャル・ファイナンシャル・グループ共通のシンボルである“ジブラルタ・ロック”は時を
経ても変わることのない強さ、安定性、専門性、そして革新性を象徴しています。

０１２０̶３７̶ ２２６９　※携帯電話・PHSからもご利用になれます。
ミナ ジブロック

コールセンター

ホームページ http://www.gib-life.co.jpホームページ

日社済『福祉の共済』唯一の提携生命保険会社であるジブラルタ生命。
全国の担当者（ライフプラン・コンサルタント）からの声をお届けします。

『福祉施設の皆様とお会いする中で一番感じるのは皆様ひとりひとりが使命感を
持って働かれていることです』との感想など、彼らの “ 福祉の共済 ” への想いを紹介します。

ジブラルタ生命のライフプラン・コンサルタントの想い

日社済担当者の願いです。
『“福祉の共済”を通じて福祉業界に貢献したい』

福祉施設の担当者になったきっかけは？

担当者として大切にしていることは？

お会いする時に気を付けていることは？

新しい「ジブラルタ生命」となって特に強化している部分は？

きっかけは様々です
が、いずれも福祉施
設の皆様からのご紹
介がほとんどです。

福祉施設の皆様が使命感を持って輝いて働かれていることに感動し、自らも皆様に
感動してもらえるよう努力しているとのことです。

歴史の異なる３社が志を同じくして、さらにパワーアップしたようです。『福祉の共
済』でも是非細やかな対応を期待したいと思います。

「保育園全体で勉強会や個別相談を受けていた園長先生から、近くの保育
園にもご紹介したいとのご相談がきっかけです」、「介護福祉士の友人をきっ
かけに特別養護老人ホームへもご訪問させていただくようになりました」

「日社済『福祉の共済』はジブラルタ生命が唯一の提携生命保険会社です。自分の役割や責任
を全うし、お役に立つ存在になることです」、「お忙しい中でも皆様ひとりひとりが使命感を持っ
て働かれていることにハッとすることが非常に多いです。感慨を受けるばかりではなく、自分自
身ももっと知識を深め皆様に貢献できるよう努力し続けるようにしています」

「とにかく福祉施設の皆様はお忙しいので、責任ある業務のお邪魔にならな
いように気を付けています」、「保育園ではお昼寝の時間や退園後の時間な
ど、ご都合のよい時間に訪問しています」、「説明会も15 分程度で理解し
てもらえるよう工夫しています」

「2012 年１月に、ＡＩＧエジソン生命、ジブラルタ生命、エイアイジー・スター生命の３社が合併し、
新しい『ジブラルタ生命』としてスタートしました。３社が一緒になることによって営業社員が１万人
を超え、より細やかなサービスがご提供できるのではないかと考えています」、「私が所属していた旧
スター生命も福祉施設への保険制度に力を入れており、毎年のようにご担当者の方に施設全体の福
利厚生のお話をさせて頂いていました。今後はさらに日社済の『福祉の共済』のご提案もして、皆様
のご要望の高かった個別のオーダーメイドの共済のご案内もできることが非常に楽しみです」

全国の担当者の声です。

あまりのお忙しさに
最初は戸惑った担当
者も多く、だからこそ
貴重なお時間でお役
に立てるよう努力し
ているとのことです。
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「チャレンジ!! 介護福祉士」　模擬問題セット 2回分国家
試験

本試験と同様形式です。（マークシート付）

定価2,500円（送料込）

　　岩手県社会福祉協議会　　　秋田県社会福祉協議会　 　　 福島県社会福祉協議会
　　山梨県社会福祉協議会　　　長崎県社会福祉協議会　　　　佐賀県社会福祉協議会

北海道社会福祉協議会　青森県社会福祉協議会　大阪府社会福祉協議会
長崎県社会福祉協議会　沖縄県社会福祉協議会
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公益財団法人 日本社会福祉弘済会

120問と正答がわかりやすい解説で一緒に掲載されています。
マークシートで自己採点や繰り返し学習に最適です。〈照会先〉　「チャレンジ!! 介護福祉士」事務局　（公財）日本社会福祉弘済会　TEL.03-3846-2172
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くっきり！ 福祉の未来形
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日社済助成事業報告（社協編）

「福祉最前線」

公益財団法人になりました
［日社済助成事業報告］
福祉施設運営のサポート
北海道社会福祉協議会

法人運営の円滑化を目指して
青森県社会福祉協議会

危機！社会福祉法人の存在　今こそ使命と責任を
大阪府社会福祉協議会

一人ひとりの学習ペースに応じる
長崎県社会福祉協議会

法制化60周年　社協活動の展望と
関係機関との連携・協働ののあり方
沖縄県社会福祉協議会

Information
あなたも参加できる「空飛ぶ車いす」
福祉の共済コーナー
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